
1．次の人は服用前に医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください
（1）医師の治療を受けている人。
（2）妊婦又は妊娠していると思われる人。
（3）薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人。
（4）次の症状のある人。排尿困難
（5）次の診断を受けた人。緑内障
2．服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性がありますので、
直ちに服用を中止し、この添付文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者
に相談してください

3．服用後、次の症状があらわれることがありますので、このような症状の
持続又は増強が見られた場合には、服用を中止し、この添付文書を持っ
て医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください
口のかわき、眠気

4．5～6日間服用しても症状がよくならない場合は服用を中止し、この添付
文書を持って医師、薬剤師又は登録販売者に相談してください

（守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなります）
1．本剤を服用している間は、次のいずれの医薬品も使用しないでください

他のアレルギー用薬、抗ヒスタミン剤を含有する内服薬等（かぜ薬、鎮
咳去痰薬、鼻炎用内服薬、乗物酔い薬等）

2．服用後、乗物又は機械類の運転操作をしないでください
（眠気等があらわれることがあります。）
3．授乳中の人は本剤を服用しないか、本剤を服用する場合は授乳を避けて
ください

4．長期連用しないでください

関係部位 症　　　状

消化器 吐き気・嘔吐、食欲不振

この添付文書は必要な時に読めるように大切
に保管し、服用の際には必ずお読みください。

ピ ル ケ 
アレルギー用薬 湿　　　疹 

じんましん 
か　ぶ　れ 

アレルギー性疾患は、その人の体質、健康状態によっておこるアレルギー
反応にもとづくものといわれております。この疾患の原因がヒスタミン、ア
セチルコリン等に基因することが知られており、この考え方により抗ヒスタ
ミン剤、抗アセチルコリン剤が出現しました。
ピルケはサリチル酸ジフェンヒドラミン（抗ヒスタミン剤）、ビタミン類を

配合しアレルギー性疾患の改善にすぐれた効果をあらわします。

相談すること

2011年10月記載要領変更に伴う改訂

してはいけないこと

第2類医薬品

皮　膚 発疹・発赤、かゆみ

泌尿器 排尿困難

使用上の注意



A②-13041

年　　齢 1回量 1日服用回数
成人（15才以上） 3錠

3回11才以上15才未満 2錠
5才以上11才未満 1錠
5才未満 服用しないこと

〔効能・効果〕
じんましん、湿疹、かぶれ、かゆみ、皮膚炎

〔用法・用量〕
次の量を食後に水又はお湯にて服用してください。

〈用法・用量に関連する注意〉
（1）用法・用量を厳守してください。
（2）小児に服用させる場合には、保護者の指導監督のもとに服用させてください。

〔成分・分量〕
9錠中に次の成分を含有しています。
サリチル酸ジフェンヒドラミン… 100mg リ ボ フ ラ ビ ン……… 10mg
ピリドキシン塩酸塩……………… 40mg ニコチン酸アミド……… 40mg
添加物として、ステアリン酸Mg、タルク、CMC、トウモロコシデンプン、

セルロース、デキストリン、メタケイ酸アルミン酸Mg、乳糖水和物、ポリビニ
ルアセタールジエチルアミノアセテート、マクロゴール、アラビアゴム、ゼラ
チン、炭酸Ca、酸化チタン、リン酸水素Ca水和物、白糖、カルナウバロウを
含有しています。

〈成分・分量に関連する注意〉
本剤に配合されているリボフラビンにより尿が黄色になることがありますが、
心配ありません。

〔保管及び取扱い上の注意〕
（1）直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して保管してください。
（2）小児の手の届かない所に保管してください。
（3）他の容器に入れ替えないでください。（誤用の原因になったり品質が変わる
ことがあります。）

（4）本剤をぬれた手で扱わないでください。水分が錠剤につくと、錠剤表面が
変色したり、亀裂を生じることがあります。

（5）使用期限を過ぎた製品は服用しないでください。

本剤についてのお問い合わせは、お買い求めのお店 
あるいは下記にお願いいたします。 
　ジェーピーエス製薬　お客様相談室 
　電　　話　0 4 5（5 9 3）2 1 3 6 
　受付時間　9：00～17：00（土、日、祝日を除く） 

副作用被害救済制度の問い合わせ先 

（独）医薬品医療機器総合機構 

http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html 
電話　0120ー149ー931（フリーダイヤル） 


